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東金市第２次都市計画マスタープラン地域別構想（素案）に係る意見募集実施結果 

 

 本市では、令和２年１０月１日から１０月３０日までの期間、「東金市第２次都市計画マスタープ

ラン地域別構想（素案）」についての意見募集を実施しました。 

 いただきました御意見及びそれに対する本市の考え方を、以下のとおりまとめましたので、公表い

たします。 

※提出された御意見につきましては、趣旨を損なわない範囲で要約させていただきました。 

 また、同じ内容の御意見につきましては、集約をさせていただいております。 

 

１．意見募集の実施結果 

 （１）意見の提出者数   ８名 

        意見数  ２２件 

 

２．意見の区分と対応内容 

対応区分 対応内容 件数 

A 意見の趣旨等を反映し、計画に盛り込むもの 2 

B 意見の趣旨等が素案に盛り込まれていると考えるもの 4 

C 素案どおりとし、今後の施策の参考にするもの 7 

D 要望 2 

E 質問 3 

F 回答の対象外 4 

 

№ 区分 意見内容 意見に対する本市の考え方 

1 A 中央部地域  

地域づくり方針図 

 

「砂郷・台方地区での計画的な市街地形

成」について 

・この両地区は、ハザードマップによれ

ば、0.5ⅿの浸水想定区域である。現況

では既存の田が貯水池の役を果たして

いるが、この地域を宅地化すると恒常的

な内水氾濫地区になりかねない。現在で

も冠水するが、原因は国道 126 号と東

金線横断部の排水容量が足りない事で

ある。市街地形成にあたり、当該地区及

び川下の押堀も含めて、北幸谷川系の排

水路計画の同時進行が必要と考える。 

中央部地域 ４．分野別地域づくり方針 

（２）都市基盤施設整備 ４）快適で暮らし

いやすい社会基盤施設の充実 に「住宅市

街地内の浸水軽減対策の検討」を追加しま

した。 

 また、北幸谷川の改修については、方針図

に「北幸谷川の老朽化対策の推進」を示して

おり、その他の排水路については、中央部地

域（２）都市基盤施設整備 ４）快適で暮ら

しやすい社会基盤施設の充実のなかで、「農

業用施設の改修」による機能維持として反

映しています。 

なお、排水計画については、土地利用を含

め、流域単位で考えることであるため、全体

構想の基本方針 安全・安心に暮らせる都市
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№ 区分 意見内容 意見に対する本市の考え方 

づくりの中で反映しています。 

2 B 中央部地域  

地域づくり方針図 

 

「国道 126号の無電柱化促進」について 

・国道 126 号の無電柱化について、市が

多額の工事資金を捻出する場合は、取り

やめて、教育、子育て、高齢者支援等他

の事業に予算を活用してはどうか。 

 中央部地域 地域づくり方針図に記載さ

れています。 

国道 126 号の無電柱化については、県の

計画に基づき、県による整備が予定されて

います。 

3 C 中央部地域 

（３）都市環境形成等  

３）災害に備える環境整備 

 

「避難収容所の指定」について 

・ハザードマップによれば、避難収容所に

指定されている東金西中学校は、浸水想

定区域に囲まれており、妥当であるか疑

問に思える。 

・今一度調査し、担当部署の消防防災課と

意思疎通を図り、災害発生時の避難と運

用を考えていただきたい。 

 

ハザードマップでは、ご指摘の東金西中

学校は避難場所及び 2 次開設避難収容所に

指定されています。 

避難場所は災害発生時又は発生する恐れ

がある場合に、一時的に避難して様子を見

る場所、避難収容所は被災者が一時的に滞

在できる場所とされており、災害や被害の

状況に応じて、位置付けが異なっています。

台風等による水害のおそれがある場合は、

浸水想定区域内の避難収容所は開設しない

こととしています。 

ご意見については、個別計画の検討・運用

をしていく上での参考とさせていただきま

す。 

4 D 中央部地域 

（３）都市環境形成等  

３）災害に備える環境整備 

 

「ハザードマップの見直し」について 

・ハザードマップの浸水想定区域が現状

と一致していない。現状に合わせて見直

し、しっかりとしたハザードマップを作

成して欲しい。 

・ハザードマップの降水量 288 ㎜を見直

してほしい。 

都市計画マスタープランは、都市計画の

基本方針を定めるものであり、ご意見につ

いては、地域の皆様のご要望として受け止

めさせていただきます。 
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№ 区分 意見内容 意見に対する本市の考え方 

5 C 北西部地域  

（２）都市基盤施設整備  

３）安全・安心で住みやすい社会基盤の充

実  

 

「雄蛇ヶ池及び福俵駅周辺の大規模開

発」について 

・雄蛇ヶ池は、湖と言えるほどのすばらし

い景観である。葛西臨海公園に匹敵する

魅力ある行楽地として開発整備するこ

とにより市内外からの人が集まる場所

となり、併せて最寄り駅である福俵駅周

辺を新規住宅地建設の拠点地域として

雄蛇ヶ池と連動して住宅開発と環境整

備を図り、東金市住民や福俵駅、大網駅

からのバスの利便性を高めることによ

り、地域産業の活性化と安定した税収増

に貢献できると考えることから、構想を

提案する。 

 

雄蛇ヶ池の開発構想及び関連開発構想に 

ついて 

・遊歩道の整備、池周辺への植栽や視界を

妨げる樹木の伐採等による景観整備、休

憩場所の設置により、何度訪れても変化

のある雄蛇ヶ池を楽しむことができる。 

・四季折々の彩りを見せる植栽による景

観形成 

・ボートの乗降場の整備 

・魚釣り場として小魚放流や売店設置等 

の環境整備 

・池の隣接地の田畑を買い取り、大規模な 

公園（軽スポーツ、売店、バーベキュー 

場等々）を段階的に整備し、憩いの場所 

へ 

雄蛇ヶ池につきましては、観光面も含め

て貴重な資源・財産であり、有効活用してい

く考えとしていますが、本計画の期間

（2040年）内での大規模な公園整備による

行楽地化の考えはございませんので、現在

記載してありますとおり「雄蛇ヶ池の整備・

保全」との記載のままといたします。 

具体的な整備計画につきましては、農業

用のため池という役割に支障をきたさない

よう配慮しながら、各種個別計画の策定や

環境整備を検討していく上での参考とさせ

ていただきます。 
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№ 区分 意見内容 意見に対する本市の考え方 

6 C 福俵駅周辺での住宅地開発について 

 

今後は更なる人口減少社会を迎える中

で、効率的・効果的な都市経営の観点から、

市街地の拡大はせず、コンパクトな市街地

形成を進めることとしております。従いま

して、市が主導又は誘導する新たな住宅地

開発は行わず、既存の住環境を活かしなが

ら、土地利用を展開していく方針です。 

7 C 交通施策のあり方について 

・雄蛇ヶ池と福俵駅間でのシャトルバス 

の運行 

・市内循環バスの行路を見直し、市民の大

半が福俵駅か雄蛇ヶ池に行けるように

する。 

・市内循環バスの市民利用について、特典 

を付ける。 

ご意見いただきました交通施策につきま

しては、各種個別計画を検討していく上で

の参考とさせていただきます。 

8 A 中央部地域  

４．分野別地域づくり方針 

（２）都市基盤施設整備  

４）快適で暮らしやすい社会基盤施設の充 

 実 

 

大和西部地域（特に西福俵区内）の浸水対

策について 

・境川の改修（中でも JR東金線横断部の 

拡張） 

・避難路として活用できるよう大和公民 

館に至る市道２本（田中線、山口線）の 

整備 

・水田の排水路整備 

・小野川・滝川・境川流域の浸水対策 

・適正な河川管理の確立 

・河川流下水量の適正化（複雑な河川の流

れ、農業用水路の整備等） 

西福俵地区の浸水対策は、中央部地域 

４．分野別地域づくり方針（２）都市基盤施

設整備 ４）快適で暮らしやすい社会基盤

施設の充実の中へ、「住宅市街地内の浸水軽

減対策の検討」を追加しました。 

また、小野川・滝川沿川の浸水軽減対策

は、北西部地域 ４．分野別地域づくり方針

（２）都市基盤施設整備 ３）安全・安心で

住みやすい社会基盤の充実 の中で、反映

しています。 

 なお、市道や河川、農業用水路等の具体的

な整備計画につきましては、各種個別計画

の策定や整備計画を検討していく上での参

考とさせていただきます。 
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№ 区分 意見内容 意見に対する本市の考え方 

9 D 中央部地域  

４．分野別地域づくり方針 

（２）都市基盤施設整備  

４）快適で暮らしやすい社会基盤施設の充 

 実 

 

西福俵地区内の調整池の管理について 

・調整池があり、ポンプもあるのになぜ排

水できないのか。 

・何のために調整池の水面監視をしてい

るのか。 

調整池の溢水には様々な要因があり、こ

れまでも、ポンプ施設のメンテナンスや調

整容量確保のための土砂の浚渫、ポンプ運

転の運用変更等適切な維持管理に努めてい

ますが、調整池の規模を越えたゲリラ豪雨

や台風等、短時間に集中した降雨の発生が

主たる原因と考えています。 

10 C 中央部地域  

４．分野別地域づくり方針 

（２）都市基盤施設整備 

 

JR東金線福俵駅の機能見直しについて 

・福俵駅のホーム移転 

・ホーム移転の記載をしない場合、説明会 

の開催をすべき。 

現行の都市計画マスタープランが策定さ

れる以前は、人口が増加傾向にあり、大量輸

送機関である鉄道への依存度が高まってい

る社会情勢であったため、ＪＲ東金線の利

用促進に向けた検討の中で、福俵駅のホー

ム移転についても記載していました。 

しかしながら、社会情勢の変化により今

後更なる人口減少社会を迎える中で、効率

的・効果的な都市経営の観点から、コンパク

トな市街地形成を図りながら、既存ストッ

クを有効的に活用していく方針としている

ため、今後もホーム移転は難しいものと考

えています。 

また、都市計画マスタープランの策定に

あたり、パブリックコメントや今回の意見

募集等により皆様のご意見をお伺いしてお

り、個別事案に関する説明会の開催は予定

していません。 

11 B JR東金線福俵駅の利用者の安全確保につ

いて 

・駅舎改装（移転含む） 

・バリアフリー化 

福俵駅のバリアフリー化については、中

央部地域 ４．分野別地域づくり方針 

（２）都市基盤施設整備 「JR３駅施設で

のバリアフリー化の促進」で記載していま

す。 

なお、地元区より駅入口スロープの傾斜

改善に対する要望を受けており、市よりＪ

Ｒへ要望をしているところです。 
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№ 区分 意見内容 意見に対する本市の考え方 

12 B JR東金線福俵駅周辺への市施設の移転に

ついて 

・市の施設を駅周辺に移転 

・駅周辺に将来の高齢化拠点の設置 

地域のコミュニティのあり方について

は、中央部地域 分野別地域づくり方針

（１）土地利用・市街地整備 ４）農地の保

全と地域コミュニティの維持の「地域コミ

ュニティ拠点の創出」に反映しています。 

福俵駅周辺への市の施設の移転について

は、地域の核となるコミュニティ拠点のあ

り方について、地域の特色を生かしながら

検討していく考えです。 

13 C 中央部地域  

４．分野別地域づくり方針  

（１）土地利用市街地整備  

２）国道 126 号線沿線の賑わい創出と拠

点形成 

 

大和地区田中区内の国道沿線に「第二道

の駅」の設置について 

・みのりの郷よりは立地条件がよく、みの 

 りの郷のノウハウも生かすことができ 

る。 

現在検討している計画では、「交流拠点」

の一つに「みのりの郷東金」を位置づけ、こ

こを中心に市内外の他の拠点や観光施策等

との連携による土地利用展開や広域交流の

検討により、回遊性の向上を図っていく考

えとしております。 

現段階では、第二の道の駅設置の具体的

な予定はございませんが、検討が必要とな

った場合には、ご意見を参考とさせていた

だきます。 

14 B 中央部地域  

４．分野別地域づくり方針  

（２）都市基盤施設整備  

２）都市間交流を促す道路ネットワークの

整備 

 

国道の整備拡充について 

・国道 128号のバイパス化促進 

・国道 126号との合流部渋滞解消 

国道 128 号のバイパス化促進については

中央部地域 ４．分野別地域づくり方針

（２）都市基盤施設整備 ２）都市間交流を

促す道路ネットワークの整備の「国道 128

号のバイパス化促進」で反映しています。 

この整備により、国道 126 号との合流部

の渋滞解消にも寄与すると考えています。 



7 

 

№ 区分 意見内容 意見に対する本市の考え方 

15 C 北西部地域  

４．分野別の地域づくり方針 

（２）都市基盤施設整備  

２）移動しやすい道路ネットワークの充実 

 

スマートインターチェンジの設置につい

て 

・対象箇所は高架であり建設費が高い。 

・山武市からの協力が得られるか（地元負

担金の拠出に応じてもらえるのか、山武

成東 ICから近距離、境界周辺が丘陵地、 

山武市にメリットがあるのか）。 

・県道東金源線は通行量が少ない。 

・河川下流域への悪影響の懸念（樹木伐 

採、山を削り谷津田を埋め立てること等 

による影響） 

・費用対効果は。 

・源公民館、ふれあいセンターの説明会で

はスマートインターチェンジの説明が

なかった、再度の説明会が必要では。 

 

都市計画マスタープランは、都市計画の

基本方針を定めるものであり、スマートイ

ンターチェンジの設置場所を具体的に示

し、費用負担や費用対効果の詳細を検討し

た上で記載しているものではありません。 

首都圏中央連絡自動車道の県内全線開通

の波及効果を最大限に生かし、産業の活性

化、地域振興、防災力の向上の観点からスマ

ートインターチェンジの整備と周辺地域で

の産業集積を推進していく考えとしていま

す。 

スマートインターチェンジ設置の検討に

あたっては、建設費や費用対効果等も充分

考慮しつつ、周辺自治体との調整を図りな

がら最適な場所を検討していくことが必要

だと考えています。 

また、源公民館やふれあいセンターでの

説明会は、東金市総合計画の中の土地利用

の方向性を説明させていただいたものであ

り、この方向性に即して都市計画マスター

プランを策定しています。 

都市計画マスタープランの策定にあた

り、パブリックコメントや今回の意見募集

等により皆様のご意見をお伺いしており、

個別事案に関する説明会の開催は現時点で

は予定しておりません。 

16 E 「氏名や住所のご記入は不要です」と明記

されているが、市民と市民以外からの意見

は分ける必要があるのではないか。 

今回の意見募集については、パブリック

コメント手続による意見募集ではないた

め、氏名や住所の記載は不要としましたの

で、意見の分別はできません。 

17 E 地域づくり方針図の「            」

で真直ぐに引かれている構想道路の定義

を教えてください。 

産業・観光・地域振興や防災力の向上を図

る上で必要と考える道路です。 

本市へのアクセス向上による物流や集客

力の向上、周辺市町との広域連携強化、東千

葉メディカルセンターへのアクセス向上及

び津波被害等災害時の避難路・輸送路等を

目的として位置付けています。 
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№ 区分 意見内容 意見に対する本市の考え方 

18 E 応募意見を地域別構想へどのような形で

取り入れる方針でしょうか。 

いだたいだ意見を「意見の趣旨等を反映し、

計画に盛り込むもの」、「意見の趣旨等が素

案に盛り込まれていると考えるもの」、「素

案どおりとし、今後の施策の参考とするも

の」等、６つに区分し、総合計画との調整を

図りながら検討していきます。 

19 F 浄化槽の費用の大幅な援助（助成金）をし

て欲しい。 

都市計画マスタープランは、都市計画の

基本方針を定めるものであるため、個別施

策に対するご意見については回答の対象外

とさせていただきます。 

20 F 水道料金を値下げして欲しい。 都市計画マスタープランは、都市計画の

基本方針を定めるものであるため、個別施

策に対するご意見については回答の対象外

とさせていただきます。 

21 F Ｕ字溝の清掃の援助金を出して欲しい。 都市計画マスタープランは、都市計画の

基本方針を定めるものであるため、個別施

策に対するご意見については回答の対象外

とさせていただきます。 

22 F 女性の生理用品の助成金を出して欲しい。 都市計画マスタープランは、都市計画の

基本方針を定めるものであるため、個別施

策に対するご意見については回答の対象外

とさせていただきます。 

 


